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五
月
二
十
九
日
に
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
宇
治
市
国
際

親
善
協
会
の
平
成
十
六
年
度
総
会
を
開
催
。
十
五
年
度
の
事
業
報
告

及
び
決
算
、
十
六
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
各
議
案
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
十
六
年
度
事
業
計

画
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
十
五
年
度
決
算
と
十
六
年
度

予
算
は
第
三
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

【
啓
発
研
修
事
業
】

会
員
及
び
一
般
市
民
に
国
際
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
開
催

（
総
会
当
日
に
実
施
。
第
二
両
～

三
面
に
講
演
記
録
を
掲
載
）
。

－
ス
の
発
行

年
四
回
発
行
し
、
各
会
員
や
友総会風景（平成16年5月29日、市生涯学習センターで）

好
都
市
関
係
団
体
な
ど
に
配
布
。

語
学
講
座
の
開
催

今
年
度
は
英
語
と
中
国
語
の
初

級
講
座
を
、
九
月
中
旬
か
ら
の
毎

週
水
曜
日
　
（
午
後
七
時
か
ら
九
十

分
間
）
、
仝
十
二
回
、
宇
治
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
受
講

料
は
会
員
は
八
千
円
、
会
員
外
は

一
万
円
。
八
月
十
一
日
号
市
政
だ

よ
り
で
、
詳
し
い
日
程
と
受
付
期

間
を
掲
載
の
予
定
で
す
。

友
好
都
市
の
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

か
ら
贈
ら
れ
た
、
同
市
を
紹
介
す

る
児
童
絵
画
や
写
真
を
、
七
月

二
十
二
日
（
木
）
か
ら
八
月
一
日
（
日
）

ま
で
（
月
曜
休
館
）
、
宇
治
市
中
央

公
民
館
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
（
第

四
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
）
。

索
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

【
交
流
推
進
事
業
】

中
に
来
訪
の
予
定
。
来
訪
時
に
は

協
会
に
よ
る
歓
迎
事
業
も
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
、
次
号
で
お
知
ら

せ
で
き
る
予
定
で
す
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

【
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
】

協
会
加
盟
団
体
と
の
共
催
で
、

中
国
帰
国
者
や
市
内
在
住
外
国
人

を
対
象
と
し
た
日
本
語
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

会
員
及
び
市
民
を
対
象
に
、
ホ

ス
ト
フ
ア
ミ
リ
7
養
成
講
座
な
ど

を
開
催
。
今
年
度
は
、
留
学
生
市

内
探
訪
ツ
ア
ー
で
の
一
泊
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
く
方
を
対
象

に
、
十
月
に
開
催
の
予
定
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
み
た
い
と

お
考
え
の
方
は
、
今
か
ら
で
も
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
宇
治
市

公
式
訪
問
団
を
派
遣
。
日
程
は
六

月
二
十
九
日
（
火
）
　
～
七
月
七
日

（
水
）
。
団
員
は
募
集
済
で
す
。

ま
た
、
協
会
加
盟
団
体
が
友
好

都
市
へ
友
好
交
流
訪
問
団
を
派
遣

さ
れ
る
際
の
、
協
会
か
ら
の
補
助

金
も
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
友
好

都
市
訪
問
を
検
討
中
の
団
体
、
今

後
検
討
予
定
の
団
体
は
、
事
務
局

ま
で
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
宇
治
市
が
実
施
す
る

カ
リ
ブ
大
学
へ
の
市
民
留
学
生
派

遣
（
四
月
に
実
施
済
）
、
宇
治
市

中
学
生
訪
問
団
派
遣
（
八
月
に
実

施
）
　
に
も
協
力
。

市
内
や
近
郊
に
在
住
の
外
国
人

留
学
生
に
、
宇
治
市
へ
の
理
解
、

市
民
と
の
相
互
理
解
・
友
好
交
流

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
。

今
年
度
は
十
月
三
十
日
（
土
）

か
ら
三
十
一
日
（
日
）
の
一
泊
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
、
市

内
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
今
か
ら

で
も
事
務
局
に
ご
連
絡
を
。
お
問

い
合
わ
せ
も
歓
迎
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
不
足
し
て
い
る
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
の
教
育
施
設
に
、

宇
治
市
と
協
力
し
て
、
市
役
所
か

ら
出
る
中
古
パ
ソ
コ
ン
を
贈
呈
の

予
定
。

友
好
都
市
か
ら
の
訪
問
団
の
来
訪
歓
迎

威
陽
市
公
式
訪
問
団
が
本
年
度

協
会
加
盟
団
体
や
会
員
が
実
施

す
る
国
際
交
流
・
国
際
理
解
事
業

に
、
補
助
金
を
お
渡
し
し
て
支
援

し
ま
す
（
第
四
面
に
説
明
を
掲
載
）
。
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国
旗
に
は
ラ
イ
オ
ン
が

最
初
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
旗

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

国
旗
に
措
い
て
あ
る
動
物
は
、

ラ
イ
オ
ン
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
の
こ

と
を
シ
ン
パ
ラ
語
で
「
シ
ン
パ
」

と
言
い
、
「
シ
ン
パ
」
　
か
ら
「
シ

ン
パ
ラ
人
」
が
生
ま
れ
た
と
の
伝

説
が
あ
る
の
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
の
周
り
に
措
か
れ
て

い
る
葉
は
「
菩
提
樹
」
　
で
、
周
囲

の
黄
色
と
共
に
仏
教
を
表
し
て
い

ま
す
。
横
の
緑
色
と
赤
色
は
ヒ
ン

ズ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
を
表
し
て

い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
仏
教
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
が
い
て
、
仏
教
徒
は
七
割

ほ
ど
で
す
。

言
葉
は
シ
ン
パ
ラ
語
、
タ
ミ
ル

語
、
英
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊

　

＊

　

　

＊

ス
リ
ラ
ン
カ
は
光
輝
く
島
国

「
ス
リ
ラ
ン
カ
」
と
い
う
の
は
「
光

輝
く
島
国
」
と
い
う
意
味
で
、
「
イ

ン
ド
洋
の
真
珠
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
北
海
道
よ

り
一
回
り
小
さ
く
、
九
州
と
四
国

を
合
わ
せ
た
く
ら
い
で
す
。

島
の
形
は
、
「
イ
ン
ド
の
涙
」

と
言
わ
れ
る
、
そ
ん
な
形
を
し
て

い
て
、
人
口
は
約
二
千
万
人
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
宇
治
と
同

じ
で
お
茶
で
有
名
で
す
。
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
や
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
の
あ

る
、
島
の
中
央
部
の
高
地
で
紅
茶
、

そ
し
て
宝
石
が
取
れ
ま
す
。

日
本
で
は
、
お
茶
を
摘
む
の
は

五
月
頃
だ
け
で
す
が
、
ス
リ
ラ
ン

カ
で
は
、
若
葉
が
出
て
く
る
た
び

に
、
い
つ
で
も
摘
み
ま
す
。
摘
む

の
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
、
機
械

は
使
わ
ず
、
手
で
摘
み
ま
す
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

日
本
は
仏
教
国
？

私
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
日
本
の
文

化
を
勉
強
し
て
い
た
時
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
テ
レ
ビ
で
「
お
し
ん
」
が

放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は

日
本
語
で
の
放
送
で
し
た
か
ら
全

く
理
解
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

毎
週
見
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

そ
の
時
の
私
は
、
今
の
日
本
は

「
お
し
ん
の
日
本
」
と
同
じ
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
着

物
姿
が
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
、
日
本
に
来
て
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

ま
た
、
日
本
は
熱
心
な
仏
教
国

だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

来
て
み
る
と
、
日
本
の
人
は
子
供

が
生
ま
れ
た
ら
神
社
に
行
っ
て
、

お
正
月
に
は
初
詣
、
結
婚
式
は
教

会
で
挙
げ
た
り
で
、
亡
く
な
っ
た

時
だ
け
お
坊
さ
ん
を
呼
ん
で
、
と

て
も
た
く
さ
ん
お
金
を
か
け
る
の

は
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

宗
教
と
人
々
の
生
活
と
の

密
接
な
関
係

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
お
坊
さ
ん

が
一
番
偉
い
ん
で
す
。
国
で
何
か

を
決
め
る
と
き
も
、
お
坊
さ
ん
の

役
目
は
大
き
い
で
す
。

お
坊
さ
ん
に
な
る
た
め
に
お

寺
に
入
る
の
は
誰
で
も
で
き
ま
す

が
、
お
坊
さ
ん
に
な
る
た
め
の
修

行
は
と
て
も
難
し
い
ん
で
す
。
い

ろ
ん
な
戒
律
が
あ
っ
て
、
異
性
関

係
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
み
ん
な

が
、
お
坊
さ
ん
の
家
族
と
い
う
感

じ
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
た
と
え

ば
、
ど
こ
か
へ
行
く
途
中
で
病
気

の
人
に
お
経
を
読
ん
で
欲
し
い
と

頼
ま
れ
れ
ば
、
お
坊
さ
ん
は
、
そ

こ
へ
行
っ
て
お
経
を
読
ん
で
あ
げ

る
の
が
当
た
り
前
な
ん
で
す
。

結
婚
を
す
る
時
は
、
ま
ず
お
坊

さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。
妊
娠
七
カ

月
に
な
る
と
お
坊
さ
ん
に
お
経
を

読
ん
で
も
ら
い
、
安
産
と
幸
福
を

祈
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

悩
み
事
が
あ
る
時
も
、
苦
し
い

時
も
悲
し
い
時
も
、
お
寺
に
行
っ

て
相
談
す
る
の
が
ス
リ
ラ
ン
カ
人

な
ん
で
す
。

毎
月
の
満
月
の
日
を
「
ポ
ヤ
・

茶
を
摘
む
女
性
た
ち
。

後
ろ
に
広
大
な
茶
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す

デ
ー
」
と
言
っ
て
、
朝
か
ら
晩
ま

で
お
寺
で
修
行
を
す
る
日
で
す
。

学
校
や
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
・
商

店
は
休
み
、
一
生
懸
命
修
行
し
て
、

翌
朝
ま
で
お
寺
で
生
活
し
ま
す
。

＊

　

　

＊

　

　

＊

星
占
い
で
決
ま
る
結
婚
相
手

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
見
合
い
結
婚

が
多
く
て
、
恋
愛
結
婚
は
少
な
い

で
す
。
お
見
合
い
で
は
、
星
占
い

で
男
女
の
相
性
を
見
ま
す
。
相
性

が
合
っ
て
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、

合
っ
て
い
な
い
と
、
お
見
合
い
は

破
棄
し
ま
す
。

恋
愛
の
場
合
で
も
、
ど
ん
な
に

愛
し
合
っ
て
い
て
も
、
星
占
い
の

相
性
が
合
わ
な
け
れ
ば
、
親
は
許

し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
駆

け
落
ち
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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最
近
は
、
そ
う
し
た
例
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
持
つ
星
の
こ
と

を
「
ケ
ー
ン
ド
ラ
」
と
言
い
、
生

ま
れ
て
す
ぐ
に
占
い
師
に
決
め
て

も
ら
い
、
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
結
婚
の
ほ
か
に
、
旅
行
な

ど
の
良
し
悪
Ｌ
も
占
い
ま
す
。

＊

　

　

＊

　

　

＊

ス
リ
ラ
ン
カ
の
教
育
事
情

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
五
歳
か

ら
十
四
歳
ま
で
は
義
務
教
育
で

す
。
授
業
料
は
小
学
校
か
ら
大

学
ま
で
無
料
、
制
服
も
政
府
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

親
が
家
の
仕
事
を
手
伝
わ
せ
た

り
、
仕
事
を
さ
せ
て
家
に
お
金

を
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
、
下
の

豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、

果
物
も
豊
富
に
と
れ
ま
す

子
供
の
面
倒
を
見
さ
せ
た
り
す

る
の
で
、
学
校
に
行
け
な
い
子

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

中
学
か
ら
高
校
に
進
む
に

は
、
十
五
科
目
も
あ
る
試
験
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
合
格
で
き
な
い

で
仕
事
に
就
く
子
供
が
多
く
い
ま

す
。
男
の
子
に
は
軍
隊
に
入
る
の

が
す
ご
い
人
気
で
す
。
女
の
子
の

場
合
は
、
い
ろ
ん
な
工
場
で
働
く
、

あ
る
い
は
ア
ラ
ブ
の
国
々
に
出
稼

ぎ
に
行
く
人
も
い
ま
す
。

高
校
か
ら
大
学
に
入
る
に
も
、

す
ご
く
難
し
い
試
験
が
あ
り
、
百

人
に
五
人
く
ら
い
し
か
大
学
に
入

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
場
合
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
も

ほ
と
ん
ど
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
を
出
た
人
は
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
普
通
の
工
場

な
ど
で
働
く
仕
事
に
は
就
き
た
く

な
い
と
、
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

る
人
が
多
い
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
の
中
に
は
、

日
本
で
働
く
と
た
く
さ
ん
お
金
が

も
ら
え
る
と
、
日
本
に
あ
こ
が
れ

て
い
る
人
が
多
い
で
す
。
そ
ん
な

に
甘
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

実
際
に
日
本
に
来
て
い
る
者
に
は

わ
か
る
の
で
す
が
、
向
こ
う
に
い

る
人
は
、
そ
れ
を
あ
ま
り
信
じ
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。

両
国
の
人
々
の
、
お
互
い
の

国
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ
と

を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

平成16年度予算
（単位円）収入の部

項　　 目 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増　 減 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 8 2 5，0 0 0 8 85 ，0 0 0 －6 0 ，0 0 0 1 ． 個 人 会 員　 ＠2 ，0 0 0 Ｘ2 0 0　 40 0 ，0 0 0

2 ． 団体 会 員 ＠ 5 ，0 0 0 Ｘ3 5　 1 75 ，0 0 0

3 ． 法 人 会 員 ＠ 1 0 ．0 00 Ｘ2 5　 2的 0 0 0

2 ． 補 助 金 3，5 00 ，0 0 0 3 ，0 10 ，0 0 0 49 0 ，0 0 0 1 ． 協 会 事 業 補 助　　　　 1，0 0 0 ，0 0 0

2 ． 訪 問 団 派 遣 事 業 補 助　　 2 ，0 0 0 ，0 0 0

3 ． パ ソ コ ン 贈 呈 事 業 補 助　　 50 0 ，0 0 0

3 ． 負 担 金 4 0 0，0 0 0 4 00 ，0 0 0 0 1 ． 語 学 講 座 参 加者 負担 金　　 4 0 0，0 00

＠ 1 0，0 0 0 Ｘ4 0 名

4 ． 雑　 入 8 8 5 2 4 －4 3 6 1 ． 預 金 利 息 等

5 ． 線 勉 金 6 6 2，91 2 8 13 ，4 7 6 －15 0 ，5 64 1 ． 前 年 度 繰 越 金

合　　 計 5，3 88 ，0 0 0 5 ，10 9 ，0 0 0 27 9 ，0 00

平成15年度決算

項　　 目 当初予 算額 収入 額額 差引 増減 説　　　　　 明

1 ．会　 費 88 5，0 0 0 74 9．0 00 13 6，0 0 0 1 ．個 入会月 18 2口　　　　 3 6 4，0 0 0

2 ．因体 会員　 3 1ロ　　　　 1 55，0 0 0

3 ．法 人会員　 2 3口　　　　 23 0，0 0 0

2 ．補助金 3，0 10，0 0 0 1，0 0 0，0 00 －2，0 10，0 0 0 1 ．協会 事業補助　　　　 1，0 0 0，0 0 0

2 ．訪問団派追事業補助　　　　　　　 0

3 ．繰入金 0 0 0

4 ．負担金 4 00，0 0 0 2 16，0 0 0 －18 4，0 00
1 ，語学講座参加者負担金　　 2 16，0 0 0

英語 9 名　 中国語 14名

5 ．雑　 入 5 24 10 －5 14 1 ．預金利 息

6 ．繰 越金 8 13，4 7 6 8 13，4 76 0 1 ．前年 度繰越金

合　　 計 5，10 9，0 00 2，7 7 8，4 86 －2，3 3 0，5 14

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位円）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位．円）

項　　 目 本 年度予算 額 前年 度予算額 増　 減 説　　　　　 明

1 ．会議費 8 0，0 0 0 7 0，0 0 0 1 0，0 00 1 ．捻会 費　　　　　　　　　 6 0，0 00

2 ．会場 使用料　　　　　　　 2 0，0 00

2 ．報償費 30，0 0 0 3 0，0 0 0 0 1 ．謝礼 等　　　　　　　　　 3 0，0 00

3 ． 事務費 1 50，0 0 0 2 5 0，0 0 0 －10 0，0 00 1 ．消耗 品費　　　　　　　　 50，0 0 0

2 ．通信 運搬費　　　　　　　 50，0 0 0

3 ．印刷 製本費　　　　　　　 50，0 0 0

4 ．事 業費 4，70 0，0 0 0 4，2 50，0 0 0 45 0，0 00 1 ．会報発 行 （年 4 回）　　 2 5 0，0 00

2 ．語学 講座　　　　　　　　 4 0 0，0 00

3 ． 日本語 基礎講座　　　　　 5 0 0，0 00

4 ．ボ ランテ ィア養 成講座　　 5 0，0 00

5 ．捷携事 業　　　　　　　 3 0 0，0 00

6 ．友好都 市交流　　　　　 2，0 0 0，00 0

7 ．留学生 探訪 ツアー　　　　 2 5 0，00 0

8 ．来訪者 歓迎　　　　　　 2 0 0，00 0

9 ．ホー ムペー ジ管 理　　　 1 0 0，0 0 0

1 0．国際交 流講演会　　　　 10 0，00 0

1 1．友好都 市紹介展　　　　　 5 0，0 0 0

1 2．パソ コン贈呈　　　　　　 5 0 0，00 0

5 ．積 立金 3 0 0，0 00 3 0 0，00 0 0 1 ．設立2（周 年記念事業積立金　 3 0 0，伽 0

6 ．予備 費 12 8，0 00 2 0 9，00 0 －8 1，0 0 0

合　　 計 5，3 8 8，00 0 5，1 0 9，00 0 2 7 9，0 0 0

項　　 ヨ 当初予算 額 支出済額 差引増 減 説　　　　　 明

1 ．会 議費 7 0，00 0 6 0，8 4 1 －9，1 59 1 ．総会案 内送付　　　　　　 5 2，0 00

2 ．食糧費　　　　　　　　　 8，8 4 1

2 ．報償 費 3 0，00 0 5，0 0 0 ‾2 5，00 0 1 ．謝礼等　　　　　　　　　 5，00 0

3 ．事務 費 2 5 0，00 0 12 0，14 0 ‾1 2 9，86 0 1 ．消耗 品費　　　　　　　　 3 7，7 1 5

2 ．通信運搬 費　　　　　　　　　 0

3 ．印刷製本 費　　　　　　　 8 2，4 25

4 ．事業 費 4，2 5 0，0 0 0 1，62 9，5 93 －2，6 2 0，4 07 1 ．会報発行 （年 4 回）　　 2 00，40 0

2 ．語学講座　　　　　　　　 3 54，7 11

3 ． 日本語基礎 講座　　　　 5 0 0，00 0

4 ．ボ ランティア養 成講座　　　 5，24 2

5 ．提携事業　　　　　　　 15 0，00 0

6 ．友好都市 交流事 業　　　　　　 0

7 ．留学生探 訪ツ アー　　　 17 9，79 0

8 ．来訪者歓 迎　　　　　　 1 4 2，67 0

9 ．ホー ムペ ー ジ管理 費　　　 3 1，50 0

10 ．国際交流 講演会　　　　　 6 5，28 0

5 ．積立金 3 0 0，0 0 0 30 0，0 0 0 0 1 ． 設立2 0周年記念事業積立金　 3 00，00 0

6 ．予備費 2 0 9，0 0 0 0 －2 09，0 0 0

合　　 計 5，1 0 9，0 0 0 2，11 5，5 7 4 －2，9 93，4 2 6

＊収入済額2，778，486円から支出済額　2，115，574円を差し引いた残額662，912円
は、翌年度に繰り越します。



ＵＩ ＦＡニュース

会
員
団
体
が
、
一
般
参
加
者
を

対
象
と
し
た
事
業
を
計
画
さ
れ
て

い
る
場
合
、
こ
の
保
険
に
加
入
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
全
額
宇

治
市
が
負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、

傷
害
保
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

趣
　
旨

宇
治
市
で
は
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
損
害
補
償
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
社
会
教
育
活
動

を
す
る
団
体
な
ど
の
責
任
者
・
指

導
者
の
皆
さ
ん
が
、
そ
の
活
動
中

に
行
事
運
営
上
の
不
備
が
原
因
と

な
っ
て
、
行
事
参
加
者
な
ど
の
第

三
者
（
主
催
団
体
の
会
員
で
は
な

い
人
）
　
に
負
傷
、
疾
病
、
廃
失
、

死
亡
ま
た
は
財
物
の
損
害
を
与
え

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ

た
場
合
、
保
険
に
よ
り
そ
れ
を
補

償
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
（
免

責
事
項
あ
り
ま
す
）
。

対
　
象

対
象
と
な
る
事
故
は
、
主
催
者

が
定
め
た
団
体
活
動
の
集
合
地
か

ら
解
散
地
ま
で
の
間
に
発
生
し
た

も
の
で
、
団
体
の
責
任
者
な
ど
が

「
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
」
を

負
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

加
入
手
続
き

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
た
め

に
は
、
団
体
の
代
表
者
が
、
団
体

活
動
に
関
係
の
あ
る
宇
治
市
役
所

の
課
・
室
に
加
入
申
込
書
を
提
出

し
て
、
宇
治
市
の
認
定
を
受
け
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
険
の

有
効
期
間
は
毎
年
四
月
一
日
ま
で

で
、
毎
年
度
申
込
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

注
意
点

①
こ
の
保
険
は
「
傷
害
保
険
」
　
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
会
員
だ
け
の
行
事
、
高
額
な
参

加
費
が
必
要
な
行
事
な
ど
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
町
内
会
・
自
治

会
、
育
友
会
も
対
象
外
で
す
。

4月13日（火）～4月23日（金）に市役所

1階ギャラリーで、第1回のヌワラエリヤ市児童

絵画展が開催されました。展示されたのは、同市

にあるグッド・シェフアード女子校に在学する5

歳から17歳の子供たちが、同市の友好都市であ

る宇治市の皆さんに自分たちの街を紹介するため

に描いてくれた絵、約40点と同市の写真約20

点です。

これらの作品を、より多くの宇治市の皆さんに

見ていただくため、第2回の絵画展を7月22

日（木）～8月1日（日）に、市中央公民館のロビー

で開催します（月曜日休館）。ぜひお越しください。

補
助
金
の
あ
ら
ま
し

モ
ば

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
要
件
…
①
会
員
が
市
民
な
ど
の

国
際
理
解
を
高
め
る
た
め
、
公
共

施
設
な
ど
で
実
施
す
る
事
業
　
②

主
催
す
る
団
体
も
事
業
費
を
負
担

す
る
こ
と
　
③
営
利
目
的
・
寄
付

や
援
助
の
強
要
・
特
定
の
政
治
活

動
や
団
体
活
動
に
利
す
る
行
為
を

し
な
い
こ
と
。

◎
補
助
金
額
…
①
事
業
支
出
額

か
ら
、
こ
の
補
助
金
以
外
の
収
入

を
差
し
引
い
た
残
額
の
半
分
以
内

で
、
三
万
円
が
限
度
　
②
補
助
利

用
は
一
会
貞
年
一
回
　
③
補
助
金

は
事
業
終
了
後
に
交
付
。

◎
申
請
な
ど
…
①
必
ず
事
業
実
施

前
に
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
所

定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
を
事
務

局
に
提
出
　
②
事
業
終
了
後
は
、

関
係
書
類
を
添
え
て
、
所
定
の
事

業
終
了
報
告
書
を
事
務
局
に
提
出
。

本
号
で
は
お
知
ら
せ

す
る
の
が
間
に
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ス
リ

ラ
ン
カ
・
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
の
移
動
図
書
館
に

本
を
贈
る
募
金
に
取
り

組
ま
れ
た
皆
さ
ん
が
お

ら
れ
ま
す
。

宇
治
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ヌ
ワ

ラ
エ
リ
ヤ
市
に
は
、
わ
が
国
の
国
際

協
力
機
構
（
－
Ｉ
Ｃ
Ａ
。
旧
称
は
国

際
協
力
事
業
団
）
　
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

移
動
図
書
館
車
が
あ
り
、
市
中
心
部

か
ら
離
れ
た
地
区
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
予
算
が
少
な
い
た
め

に
蔵
書
の
充
実
が
進
ま
ず
、
需
要
に

応
え
て
利
用
会
員
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
の
こ
と
。

こ
う
し
た
悩
み
を
、
同
市
で
活
動

し
て
い
る
1
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
青
年
協

力
隊
員
か
ら
開
か
れ
た
皆
さ
ん
が
、

友
好
都
市
の
教
育
発
展
の
一
助
に
な

れ
ば
と
、
移
動
図
書
館
で
本
を
購
入

し
て
も
ら
う
募
金
を
集
め
る
活
動
を

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
二
百
円
あ
れ

ば
、
一
冊
の
本
が
買
え
ま
す
が
、
貧

し
い
市
民
に
は
、
そ
の
金
額
の
本
で

す
ら
高
嶺
の
花
と
か
。

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
振
興
は
、

国
の
発
展
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
す

の
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
で
は
、
次
号
で
取
り
組
み

ま
れ
た
内
容
を
掲
載
で
き
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
（
橋
本
）
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